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Ａ．研究目的 

前立腺癌高精度放射線治療の臨床評価

と検討を行う。 

 

Ｂ．研究方法 

前立腺癌高精度放射線治療の臨床評価

を行うためのアンケート調査と訪問調査

を行なう。 

（倫理面への配慮） 

今回の検討については個人情報を集積

しないため、インフォームドコンセントを

受ける必要はなし。 

 

Ｃ．研究結果 

中村斑に所属する先生方と共同で行う

ことにより、前立腺癌ＩＭＲＴにおける施

設訪問調査を行い、データ収集をすること

ができた。 

 

Ｄ． 考察 

現在の日本において、前立腺癌の放射線

治療は増加しており、その重要性は益々高

まっている。最近は高精度放射線治療が可

能となり、その頻度も増加しているが、現

在の日本における高精度放射線治療の実

態は明らかになっていない。今回、前立腺

癌高精度放射線治療の臨床評価を行うた

めのアンケート調査と訪問調査を行い、デ

ータ収集をすることができた。今後の解析

により日本の前立腺癌に対する高精度放

射線治療の実態を明らかにすることがで

きると考えられる。 

 

Ｅ． 結論 

前立腺癌高精度放射線治療の臨床評価

を行うためのアンケート調査と訪問調査

を行い、データ収集をすることができた。 
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今回の研究により、前立腺癌高精度放射線治療の臨床評価を行うための訪問調

査を行い、データ収集をすることができた。 
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G．知的財産権の出願･登録状況 
  (予定を含む)  
1. 特許取得 

なし 
2. 実用新案登録  

なし 
3. その他  

なし 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  


